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互助ネットワーク仮想図書館への構想
20 のその先を目指して
南 俊 朗
概 要
	などを基盤とした様々なネットワークサービスが提供されるなか､ 同様のサービス
を図書館にも取り入れ､ 時代にあった利用者サービスを実現する努力が続けられてきた｡ 現
在は､ 情報提供を主たる目的とした	10 の時代から多くの人々が
などを通じて情
報発信する	20 の時代へと移ってきている｡ 図書館でも	20 の思想を取り入れた
20 なるサービスとして 
や 機能を提供する図書館もある｡ 本論文では
30 とも言うべきその次の段階の図書館サービスは利用者の知的活動支援であると
の考えに基づき､ 特に利用者が互恵的に支援し合う互助ネットワークに焦点を当てる｡ 利用
者の知的活動をもとに図書館は大規模な知的活動データベースを構築し､ それを利用者の知
的活動支援に利用する｡ このような基本的仕組みにより利用者達は互いに他の利用者の知的
生産や学習などの過程を助け合うことができる｡ 本論文では図書館を核とした互助ネットワー
ク概念を提案し､ いくつかの方策について検討する｡
キーワード：利用者相互支援､ 協調フィルタリング､ ､ タグ､ 仮想書架
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１. はじめに
著名な図書館学者である [33]
の図書館学の５法則 (	



)：
１. 


図書は利用されるためにある
２. 	




すべての読者に適した図書を
３. 	



すべての図書に適した読者を
４. 	






読者に無駄な時間を使わせてはならない
５. 

図書館は成長し続ける生命体である
においても主張されているように､ 図書館にとっ
て利用者の要求に応えること､ そして､ そのた
めに自らを変革していくことは極めて重要な使
命 (ミッション) である｡
そのような意識の下に､ ここ15年ほどのイン
ターネット (特に
) の普及に対応して､ 図
書館界もホームページによる広報や利用者への
案内､ 貴重書画像の公開から始まり､ 現在では､
蔵書検索システム !"(
 !

") やレファレンスの
による受け付
けなどが一般化してきている｡
昨今､ 情報発信者と情報利用者を別のものと
認識する従来型の
サービスを
10 と
呼び､ 一般の人々がインターネット上に情報発
信を行ったり､ 協力して有用な情報を構築した
りする形での
サービスを次世代版の

サービス､ すなわち
20 と呼ぶ考え方[32]
が広まってきた｡
その代表例がウィキペディア (#
)
[５]であり､ ボランティア的に多くの人々が協
力してネットワーク上に巨大な百科事典が構築
され､ また､ 日々更新されている｡ もちろん中
には内容に疑義のある記事も存在するが､ ブリ
タニカ百科事典に匹敵する質が確保されている
という報告がある[８]など､ 総じて信頼できる
記事が集められている｡ この大規模百科事典を
活用して､ 検索キーワードの発想に利用する
[26]など､ 単に読むだけではない活用法も考案
されている｡
また､ 現在ブロッガーと呼ばれる多数の人々
が､ ブログ (､ 
) と呼ばれる仕組
みを利用して日々の記録である日記などを公開
している｡ ブロッガー達が各々独立して日記を
書いている訳ではなく他のブログと連携させる
ことのできるトラックバック[34]という仕組み
が導入されている｡
$($

) (たとえば､
%[29]､ &#
[30]) も､ 同様に多くの利
用者が参加しており､ お互いのコミュニケーショ
ンツールとして利用されている｡
これらの例に見られるように､ インターネッ
ト及び
を利用することにより､ 参加して
いる人々の衆知を集める仕組みを提供すること
が
20 という考え方の特徴である｡
図書館においても､ このような考え方や仕組
みを取り入れることにより新たなサービスを提
供しようという試みが盛んに行われている｡ た
とえば､ 九州大学附属図書館は'と呼ばれ
る$サービスを提携し､ このようなサービ
スの提供を行っている[４]｡ 
20 の思想
を取り入れた図書館サービスということから､
これらは20 とも呼ばれる[25]｡
これらのサービスの次の段階として図書館が
提供すべきサービスとはどういうものであろう
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か？ 本論文では､ 30 とも呼ばれるべ
き次の段階では利用者の知的活動支援を行う図
書館サービスが重要であると考え､ それに基づ
いた１つのモデルを提案する｡
このモデルでは利用者が互恵的に支援し合う
互助ネットワークに大きな焦点を当てる｡ 互助
ネットワークでは､ 利用者の知的活動を基に図
書館は大規模な知的活動データベースを構築し､
それを利用者の知的活動支援に利用する｡ この
ような基本的仕組みにより利用者達は互いに他
の利用者の知的生産や学習などの過程を助け合
うことができる｡ 本論文ではこれらの活動を図
書館が自らを核とした互助ネットワークとして
提供することにより､ 新しい図書館サービスを
実現することを目指す｡
本論文ではシステムの主たるユーザインタフェー
スとして現実に存在する書架の形状をコンピュー
タ画面上に模擬的に実現した仮想書架[12][19]
[24][35]を想定する｡ 仮想書架は現実の書架と
同様に取り扱うことができると同時に､ テーマ
に応じた複数の書架を持つことができ､ それら
を同時に表示したり､ 同一の図書が複数の書架
に配架されるなどが自由に実現できる｡ これは
現実の書架では不可能なことであり､ 仮想書架
の大きな利点である｡
	
技術を用いたインテリジェント書架を
利用して､ 現在書架に配架されている図書を自
動的に検知し､ そのデータを用いて､ その

の状況を仮想書架として表示することにより､
現実の書架も純粋の仮想書架群と統合的に取り
扱うことができる｡ インテリジェント書架に関
しては第21節で再度取り上げる｡
更に､ ある利用者の仮想書架を個別に管理す
るのみならず､ ある利用者群の仮想書架の状況
を統計的手法などを用いて統合的に取り扱うこ
とにより､ 利用者一人一人に対して､ いわば集
合知的な仮想書架環境を提供することも可能と
なる｡
具体的には､ 統計的な手法を利用した､ ｢こ
れこれの図書は､ この図書の近くに配置される
場合が多いです｣ といった提案を行ったり､ 協
調フィルタリング[28]手法による､ ｢あなたと
似た蔵書を持っている人たちは､ こういう図書
も持っている場合が多いです｣ とか､ ｢このよ
うな書架では､ この図書がこの部分に配架され
る場合が多いです｣ などといった推薦を行うこ
とも考えられる｡
このようなサービスを提供するために､ 図書
館は､ 利用者がどのように仮想書架を管理し､
利用しているかのデータを収集することが必要
である｡ そこにはプライバシーの問題が存在す
る｡ 解決のための１つの方策として､ 利用者が
どのようなデータが収集されると､ それにより
どのようなサービスが受けられるのかを理解し､
どこまでのデータ収集を許すのかを自らが欲す
るサービスの内容と質を考慮して決定する仕組
みを提供することが考えられる｡
このような､ 利用者が意識的 (明示的) もし
くは無意識的 (暗黙的) に互いに助け合う互助
の仕組みを提供することにより30 と
も呼ぶべき近い将来の図書館サービスの要とな
る機能を実現する｡ これは､ 
という考え方であり､ １つの社会を
構成する場合の最も基礎となるべき考え方であ
ると言える｡
本稿は､ 以下､ 次のように構成される｡ まず
第２節において､ 互助ネットワークの考え方を
提案し､ 基本となるいくつかの手法を考察する｡
第３節では､ 仮想書架インタフェースについて､
その基本的な仕組みやオプションなどについて
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考える｡ それらを受けて､ 第４節で､ 互助ネッ
トワークを利用した仮想図書館を構想する｡ 互
助ネットワークは､ 利用者間だけの互助に限ら
ず､ 図書館からの知識や提案なども取り入れる
ことで､ 図書館司書の専門性を生かすことがで
きるであろう｡ 更には､ 図書館相互の連携も組
み込むことができる｡ 最後に第５節において､
以上の議論をまとめ､ また､ 今後の方向性など
を展望する｡
２. 互助ネットワーク
互助ネットワーク(	

)
という概念は様々な側面から理解できる広い概
念であるが､ 本稿では､ 図書館を中核とした利
用者間ネットワークによる利用者間相互支援ネッ
トワークに焦点を当てる｡
特に､  (


)
[１][２][９][14][15][27]技術を利用して 
タグを図書などの資料に貼付し､ 利用者や図書
館の書架に設置した リーダライタ
(


､ ) によってそれらの書架
に配架された図書などの所在をリアルタイムに
検知するインテリジェント書架 (



､ ) (図１)[３][11]によって自動
的に収集された利用データ ( 
) を
活用するタイプの互助ネットワークに重点をお
いて考察する｡
本節では､ 互助ネットワーク自体の説明に入
る前に､ その哲学的基礎とも言える図書館マー
ケティングの概要を説明する｡ 中でも､ タ
グを利用した図書館マーケティングのモデル
[20][21][22][23]は本稿で取り扱う互助ネット
ワークの基盤となっている｡ 第2!1節において､
まず､ これらの概略を説明する｡ その予備知識
を踏まえて､ 第2!2節において互助ネットワー
クの基礎的概念を説明する｡ 第2!3節以降は､
互助ネットワークの具体的な内容に関するいく
つかの案を紹介する｡ これらの内容の更なる詳
細化や実装は今後の研究課題である｡
２.１. 図書館マーケティング
日本マーケティング協会[16]によると､ ｢マー
ケティングとは､ 企業および他の組織がグロー
バルな視野に立ち､ 顧客との相互理解を得なが
ら､ 公正な競争を通じて行う市場創造のための
総合的活動である｣ とされる｡
この定義を基に､ 基本的に公共サービスを目
的とする非営利組織としての図書館におけるマー
ケティング概念を次のように定義したい：
図書館マーケティングとは､ 利用者満足度
(") を最大化させるための図
書館の活動のことである｡
ここで､ 利用者のことを英語で"と訳
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図１. インテリジェント書架
(ブックトラックへの設置例)
している理由は､ よりも図書館学の五法
則や図書館マーケティングにおける利用者の捉
え方に､ より適合しているものと考えられるか
らである｡ では単に利用しているだけと
いうニュアンスになる｡ 	には､ と
いう意味に加えて､ その結果､ 我々を支えてく
れる人 (
) というニュアンスが加わ
るため､ 図書館マーケティングの対象者への呼
称としてより適切である｡
一方､ サービスを受ける人に対する呼称とし
て顧客 () という表現もある｡ しか
し､ 顧客という呼び方にはお金を払う人という
ニュアンスが強いため非営利・公共サービス機
関としての図書館利用者への呼び方としては適
さない｡
	という用語には､ 専門的なサービスを
受け､ それに対する対価を払う人というニュア
ンスがある｡ これからの図書館サービスは情報
コンシェルジュなどと呼ばれる専門的な情報サー
ビスを目指す必要がある｡ この観点からは
	という呼称は 	より更に優れてい
る｡ しかし､ 現在の図書館利用者への呼称とし
て 	はまだ十分に馴染んでいる状況では
ないものと考えられるため､ 本稿では､ 	
という表現を用いることにした｡
本稿では､ このような図書館マーケティング
の思想に対する実現方法の中で､ インテリジェ
ント書架を用いた館内マーケティングを基盤と
したマーケティング手法に重点を置いて検討
する｡
この館内マーケティングでは､ 図書や雑誌､
やなどの図書館資料 (以下､ 図書と
総称することもある) の図書館内での利用状況
データを収集し､ それを分析することにより､
データの裏づけのある図書館運営の改善や利用
者への従来サービスの改善と新規サービスを実
現するというシナリオを実行することが目的で
ある｡
図２にタグを利用した図書館マーケティ
ングシステムの１つのモデルを示す｡ 図の右半
分は図書館マーケティングの基本的構造を示し､
左半分は､ データベースに蓄積されるデータ入
力を示している｡
図の右半分では､ 大きな構成要素としてデー
タベースとサービスがある｡ 図書館の持つ独自
データとしては､ 図書目録データ､ 貸出・返却
の記録､ 利用者に関する名前や所属などの個人
情報､ 図の左半分にある
などからの館内
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図２. タグを利用した図書館マーケティングのモデル
での図書利用データ､ そして､ 図書館サービス
に伴うログデータなどがある｡
図書館はこれらのデータを多様なサービスに
用いたり､ サービスの改善に役立てたりができ
る｡ 特に､ 今後は､ 生データをそのまま用いる
だけではなく､ 統計的手法を含むデータマイニ
ング手法により抽出された多様な情報や知識な
どを有効活用するサービスが望まれる｡
利用者に提供されたサービスに関する記録
(ログ) データは､ データベースの中の１つの
データとして活用されることができる｡
一方図２左半分はデータの収集､ 特に､ 
タグを用いた収集の様子を表している｡ 図書に
貼付された タグの データを自動認識す
ることにより､ 間接的に図書を検出できる｡
図の上部は､ 貸出・返却カウンタや､ (図では
省略されている) 利用者自らが貸出手続きを行
うことのできる自動貸出機による貸出情報の収
集を表している｡
自動貸出機自体は､ 自動返却機としての利用
も容易であるが､ 予約本の取り扱いなど返却時
特有の処理への対処を考慮し､ 日本ではあまり
普及していない｡ 特別な返却口を備え､ 場合に
よっては､ 返却された図書が予約本であるかど
うかに応じて収納されるボックスを選ぶなどの
ソータ付き自動返却機によって将来は自動返却
機が普及するものと考えられる｡
インテリジェント書架の利用によって､ 書架
に配架された図書がどのように利用されている
かのデータを得ることができる｡ 従来､ 図書館
が収集できる図書の利用データは貸出・返却デー
タだけであることを考えると､ の利用によっ
て貸出以前の利用状況が把握できるメリットは
大きい｡
このような多大なメリットがあるにも関らず､
現在多くの公共図書館において､ 図書館マーケ
ティングの観点から極めて貴重である貸出・返
却データを個人情報保護の観点から返却時に消
去していると言う｡
これは図書館マーケティングの手法を採り入
れ真の利用者指向の図書館サービスの実現や改
善を行っていくためには､ 極めてもったいない
事態である｡ もちろん個人情報の漏洩を防ぐ対
処は重要であり､ 十分配慮する必要がある｡ そ
のような防御策を講じた上で､ 客観的データに
基づいた図書館マーケティングを実現し､ それ
を高度化していくことは､ 今後図書館が多くの
利用者 (	
／) に受け入れられてい
くために必須である｡
２.２. 互助ネットワークの概要
前節で概説したような図書館マーケティング
を活用した図書館サービスの一環として､ 本稿
では互助ネットワークという概念を提案し､ そ
の概要説明､ 互助ネットワークサービスの具体
的な例を紹介する｡
その第一歩として､ 本節では互助ネットワー
クという概念の概要を説明する｡ 特に､ 図書館
がネットワークの核となり､ その利用者にサー
ビスを提供する形態について考察する｡
この形態のモデルにおいては､ 参加する利用
者は､ それぞれが所有する図書や資料を 
などに設置するなどして､ その所在を自動的に
把握できるものと仮定する｡ それが実現できな
い場合は､ 何らかの手動的手段により､ 該当す
るデータをシステムに提供するものとする｡
システムとのインタフェースとして仮想書架
の形態 (図３) を仮定する｡ 仮想書架は､ パソ
コン画面上などに現実の書架のイメージを模擬
的に実現したものである｡ このようなイメージ
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を利用者とのインタフェースにもちいることに
より､ 利用者にとっては､ 自分の図書を普通の
書架に並べた場合と同様な直感的な取り扱いが
できる｡
図書の状況データ収集に を用い､ パソ
コン画面上の仮想書架を実現する形態での互助
ネットアークの基本的な状況を図４に示す｡
中央部分は互助ネットワークの中核となる図
書館を示す｡ 図書館には互助ネットワークサー
バ (	

			)
があり､ 図書館内外の図書利用データを収集し
たり､ それを解析し､ またその結果を利用者に
提示したりするためのコンピュータである｡
図書館内に設置された により館内の図
書利用データが自動的に収集され､ に転
送され蓄積・保管される｡ レファレンスなどの
図書館サービスに関するログデータも同様に
に送られ､ 蓄積される｡
また､ 互助ネットワークの担当司書は､ 専門
家としてのスキルを生かし､ 集積されたデータ
を解析したり､ システムだけでは得られない有
益性の高い情報や知識を提供したりする｡
図４の左側に示されているのは､ 互助ネット
ワークの構成要素である利用者の環境である｡
利用者もを利用し､ 配架された図書の出
し入れの動きをそれらの利用状況データとして
収集する｡ それらのデータは利用者自身が自分
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図３. 仮想書架 (イメージ図)
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図４. インテリジェント書架を利用した互助ネットワークの概念図
のパソコンを利用して解析することもできるが､
それらの生データもしくは中間処理された結果
を図書館のに送ることにより､ 協調フィ
ルタリングなどのさまざまな手法を用いてより
多くの利用者のデータとの関係を分析すること
ができる｡ このような仕組みを採用することに
より､ 個人データのみでは得ることができない
利用者全体の中での自分自身の位置づけを理解
したり､ それに基づくより高度なサービスが得
られたりが可能となる｡ また､ 図書館司書から
の高品質のアドバイスなども期待できることに
なり､ 利用者が自分のデータを図書館に
送ることのインセンティブの１つになる｡
図４の右側部分は図書館の間のネットワーク
を示している｡ 図書館は従来  (	

		) という相互貸借の仕組みを通じ
て､ お互いの蔵書の貸出やコピーサービスを提
供しあう連携関係を築いてきた｡ この仕組みを
更に発展させ､ 共同でのレファレンスサービス
や互助ネットワークサービスを提供することは
極めて有益なことであり､ 利用者サービスを一
層充実させるために必要なことである｡ 図では､
互助ネットワークサービスを と同様の枠
組みで提供する状況を表現している｡
２.３. 統計処理による互助ネットワーク
本節以降､ 具体的な互助ネットワークの事例
を提案していく｡
その第１の候補となるのが統計処理を利用し
たサービスである｡ その典型的な例は､ 全体デー
タを統計処理した結果をそのまま利用者にフィー
ドバックするものである｡
たとえば､ ｢この本を読んでいる人は､ この
本も読んでいます｣ という提示をする｡ このサー
ビスの元データとしては､ 図書館の貸出履歴を
用いることができる｡ 利用者の貸出の際､ 同時
に貸し出される確率を計算し､ その確率がある
値以上であれば､ それらの図書を同時に読んで
いると判断する｡
確率の絶対値ではなく､ 同時貸出の確率ラン
キングを採用する方法もある｡ すなわちある図
書と同時貸出される確率の高いものをリス
トにして､ ｢図書を借りている人は､ ､ ､
､... の順に同時に借りている場合が多いで
す｣ といった形での情報提供をするものである｡
元データを図書館内の の利用データと
する場合にもいくつかの提示方法がある｡ ある
図書がから取り出されて､ に戻るまで
を１つの利用セッションと定義する｡ 一定期間
におけるセッションの回数 (頻度) は､ その図
書の有益性の目安 (指標) になる｡
ある図書と図書のセッションが重なる
度合いをこれらの図書が同時に利用されている
可能性の指標とすることで､ 同時利用の目安と
なる｡ それを用いると ｢図書と同時に利用
されている可能性が高いのは､ ､ ､... の
順番です｣ といった提示ができる｡
図書の同時利用の指標として単なるセッショ
ンの重なりではなく､ 両者の取り出し時刻やも
どり時刻の近さを考慮することも考えられる｡
この指標を用いることで､ より精密な同時利用
の推測ができる｡
最終的には､ これらの指標を組み合わせるこ
とにより､ より実用的な指標が得られるものと
考えられる｡ 指標をどのように組み合わせるべ
きか､ また､ それらの組み合わせ方の適切さを､
たとえば､ 利用者からの評価としてどのように
測定するか､ また､ 測定された結果から､ 指標
をどのように改善すると良いのかなどは今後の
研究課題である｡
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２.４. 協調フィルタリングによる互助ネット
ワーク
協調フィルタリングは や 	

[28]などで採用された推薦手法である｡ この手
法によると､ たとえば､ ｢あなたと似た図書を
借りている人は､ このような図書も一緒に借り
ています｣ という推薦が行われる｡
元データとして､ 利用者の蔵書リストを用い
ると､ ｢あなたと似た図書を持っている人たち
は､ 同時にこのような図書も持っています｣ と
いう推薦ができる｡
利用者の による利用データを用いるこ
とにより､ ｢あなたと図書の利用パターンの似
た人たちは､ これらの図書も良く利用していま
す｣ という推薦ができる｡
図書館内での図書の利用データと利用者が自
宅で利用するパターンを比較することにより､
｢あなたと図書利用傾向が似た人が良く利用し
ているこの図書は､ 図書館でも良く利用されて
いて､ この分野の図書の利用ランキングの５番
目になっています｣ といったより複雑な推薦も
可能となる｡
どのような推薦が､ 利用者にとって有意義で
あるかに関しては､ 今後の実証的研究が必要で
ある｡ おそらく､ 前項と同様に､ いくつかの推
薦方法を組み合わせた指標で､ 利用者に推薦す
べき図書とその推薦の強さを決定することによ
り､ 推薦の有益性を向上させることができるも
のと考えられる｡
２.５. コミュニティ構築支援
従来､ 多くのコミュニティ構築支援の研究が
行われてきた｡ それらの研究成果を利用するこ
とにより､ 図書館利用者間のコミュニティ構築
の支援ができる｡
たとえば､ ある分野に関心のある利用者達を
リストアップし､ それに関する共同の勉強会を
開いたり､ テーマによってはシンポジウムを企
画することができる｡ 図書館内の会議室などを
利用することにより図書館が支援することの意
義がある｡
コミュニティ構築の元データとしては､ 利用
者が自宅で利用する図書に関するデータが最も
利用に適しているであろう｡ 利用図書やそれら
の利用頻度､ 利用パターンの一致度により関心
の一致度の指標とする｡
資料の専門度レベルに関する情報が入手可能
であれば､ どのレベルの資料をどの程度利用し
ているかを基に､ 対象分野に関する利用者の知
識レベルを推測することができる可能性がある｡
２.６. チーム構築支援
前項で扱ったコミュニティ支援は､ 知識レベ
ルや興味の類似した人々を推定し共同作業など
を行うことを支援するものであった｡
一方､ 本節でチーム支援と呼んでいるのは､
参加者の類似性ではなく､ 補完性に注目した集
団の構築支援である｡
１つのチームを構成する場合､ 同質度の高い
集まりではなく､ ある程度の異質性のあるメン
バーを集めることにより､ それぞれの人たちが
お互いに補い合う関係を築くことが重要である｡
特に研究チームなどを構築し､ 新しい発見が必
要な場合､ この異質性が重要となる｡
これまで述べてきたような､ 利用者の図書利
用データを基に､ その利用者の興味や対象分野
に対する知識レベルを推定し､ あるチームを構
築することで､ チーム全体として､ そのチーム
の目的達成に必要な専門的知識をカバーできる
ことを目指す｡
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もちろん､ 専門的知識以外にも､ 協調性など
を考慮する必要がある｡ そのための性格テスト
などとも組み合わせることにより､ チーム構築
を行い､ また､ 図書館がそのプロジェクトの進
行や維持管理などの業務を支援することは､ 新
しい図書館サービスの候補の１つといえる｡
２.７. 学習支援
検索者のためのキーワード推薦システム
 (	
	
	､ 社会淘汰による検索支援システム)[６]
[７][17][31]は検索者が､ 自分の検索意図にあっ
た適切なキーワードやキーフレーズを見つける
ことを支援するために開発されたシステムであ
る｡ その画面例を図５に示す｡
画面上方は検索のための出発となるキーワー
ド入力､ 組織名などの付加情報､ 推薦方式など
を指定する｡ 複数の推薦方式の中から利用者が
希望するものを選択できる多視点推薦は
の１つの特徴である｡
画面下方の左側領域は､ 過去入力されたキー
ワードの履歴を表示しており､ 右側領域は､ 与
えられたキーワードに対する､ 指定された視点
で推薦された関連キーワードのリストが表示さ
れている｡
は検索キーワードのログデータを基に
関連キーワードを推薦する方式を採用しており､
この方式は現在では珍しくない｡ しかし､
が開発された当時は､ ドキュメント分析
方式のよるキーワード推薦が主流であり､ これ
もの大きな特徴であった｡
検索キーワード推薦システムとして開発され
たものの､ システム試行の結果､ は学習
支援システムとしても有効的に利用可能である
ことが分かった｡
それは推薦されたキーワードは､ 過去の検索
者が何らかの意図をもって､ 与えられたキーワー
ドと推薦されたキーワードを関連させて検索を
行ったものと考えられることに由来する｡
利用者は､ どのような関連でこれらのキーワー
ドが関連づけられて用いられたのかを推測する｡
もし､ 推薦された多くのキーワードに対して､
このような推測が可能であれば､ それはすなわ
ちその利用者が､ このキーワードに関連した分
野に対して相当の知識を有していることを示し
ている｡
もし､ が推薦したキーワードの中に､
元のキーワードとの関連性が読み取れないもの
があった場合､ 特に､ そのようなものが多くあっ
た場合､ それは利用者がその分野に対して十分
な知識や関連を推測するに足る経験を持ってい
ないことを示唆する｡ これをヒントに学習目標
を設定することができる｡
すなわち､ 関連性を推量できないキーワード
に対して､ それがどのような意味において元の
キーワードと関連しているのかを調べることを､
その利用者の学習目標として設定する訳である｡
このような仕組みによって､ システムは､
学習の目標設定を支援する意味での学習支援
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図５. キーワード推薦システムの画面例
システム[18]として用いることができることに
なる｡
と同様の仕組みを取り入れることによ
り互助ネットワークも学習支援システムとして
用いることができる｡ すなわち､ 前項までで議
論した様々な形での推薦に対して､ それを利用
者が自分の知識のチェックに用いることにより､
自分の知識レベルを理解し､ また､ 把握された
知識の不足分を補うべく学習目標を立て､ それ
に基づいて学習計画をたてる｡ このように､ 互
助ネットワークは学習支援システムとしても利
用可能であることになる｡
３. 仮想書架インタフェース
本節では図３に示した仮想書架を用いて互助
ネットワークのためのデータ収集方法について
検討する｡
利用者は仮想書架を自由に生成し､ そこに図
書を並べることができる｡ 通常は､ それぞれの
仮想書架にテーマを設定し､ そのテーマに沿っ
た図書を配架することになる｡
仮想書架においては､ コピーの生成が自由に
行われる､ これは現実世界の書架との大きな違
いである｡ １つの図書は一般に様々なテーマに
関連づけられることができる｡ 仮想書架の世界
ではいくらでも重複して配架し､ その図書に関
する関連情報 (メタ情報) は自動的に､ その図
書の全ての配架場所で参照できる｡
どういうテーマの仮想書架にどういう図書が
どういう順序で配架されているかは､ その図書
に対する１つの利用データとなる｡ それを多く
の利用者に関して集めることで互助ネットワー
クを通して共有利用できる｡
それに加えて､ 仮想書架における図書の移動
も､ 利用データとして共助ネットワークに役立
てることができる｡
図６に同一仮想書架での図書の移動の状況を
示す｡ 仮想書架にある図書は､ 他の図書の間に
移動させられる場合や棚の右端や左端に移動さ
せられる場合がある｡
同一の棚での移動の場合は､ 移動される図書
のテーマの変更ではなく､ 他の図書との関係を
修正する意図が働いたものと解釈するのが妥当
であろう｡
図書が元の位置からどの程度離れた位置に移
動されたかを３通りに分けて考える｡
●すぐ隣への移動
この場合は､ 移動図書周辺に配架された数
冊の図書の間の順序関係の変更と考えるこ
とができる｡ これらの図書の間の関連度を
修正する処理を行う｡
●幾分離れた図書の間への移動
この場合はいくつかの可能性が考えられる｡
１つの可能性は､ 移動される図書の現在周
囲にある図書と合わないために別の位置に
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図６. 図書移動 (同一棚内での位置移動)
移動されることである｡ もう１つの可能性
は､ 逆に移動される図書の新しい位置の周
辺との親和性が大きいものと考えられる場
合である｡ 両方の理由である可能性もある｡
この場合の対処としては､ 当初は､ 両方の
理由と仮定し､ 元の周辺図書との関連度を
下げ､ 新しい周辺図書との関連度を上げる
処理を行う｡ データが蓄積されるにつれて､
たとえば､ 元の周辺図書から離れる移動が
多いとか､ 新しい図書周辺に移動される場
合が多いなどの傾向が見られた場合､ そち
らの処理の重みを大きくするなどして移動
に伴う処理を適応させていくことができる｡
●書架の末端への移動
この場合は､ 元の周辺図書から離すための
移動の可能性と､ 移動図書をほかの図書か
ら離すため､ すなわち､ 他の図書との関連
性が少ないと判断された可能性の両方があ
る｡ この場合も前項と同様に､ 当初は両方
の可能性を考慮した処理を行い､ データの
蓄積によっていずれかの傾向がはっきりす
るに従い､ 処理を徐々に修正していくと
良い｡
図７に異なる仮想書架への移動を示す｡ この
場合は､ 該当図書のテーマの変更を意味する｡
この変更は同一の仮想書架内での移動と比べて
より大きな変更である｡ 元の周辺図書との違和
感というよりも､ テーマそのものへの違和感に
基づく移動と解釈することができる｡
一方､ 新しい仮想書架内での位置に関しては､
同一書架内での移動の場合と比べて､ 利用者の
確信度は､ 一般的には低いものと考えられる｡
それは､ これまで別のテーマに所属しているも
のと､ いわば誤って､ 判断していたことから､
その図書の真の所属に十分な自信がもてていな
いものと考えることができるからである｡ 従っ
て､ 同一書架内での移動の場合と比べて､ 新し
い周辺図書との関連度の増加分を低く抑える必
要があろう｡
４. 仮想図書館
既に述べたようにインターネットの普及は我々
の社会に大きな影響を及ぼしてきた､ これから
も我々の社会に大きな変化をもたらす要因であ
り続けるものと考えられる｡
社会の変化は当然図書館の変化を引き起こす｡
ネットワーク化により､ 図書などの情報・知識
媒体はネットメディア化､ すなわち､ ネットワー
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図７. 図書移動 (異なる棚への移動)
クを通じて入手し､ 利用する形態へと変化して
いく｡ すでに携帯小説などの形で､ あらたな普
及が始まっている｡ 大学図書館を中心に雑誌の
電子ジャーナル (	) 化が進み､ 電子図
書 (
) の普及も徐々に進んできた｡ 公
共図書館では東京都千代田図書館の図書
館[13]などが良く知られている｡
このような流れの中､ 図書館の物理資料の比
重は徐々に減少し､ ネット配布されるネットメ
ディアとしての資料の比重が今後増していくも
のと考えられる｡ しかし､ 物理資料が近い将来
なくなることは考えられず､ 当面の間､ 両者が
並存する図書館の形態が続くであろう｡
本稿では､ 図書館を前提に､ 物理資
料の利用状況をインテリジェント書架により検
知し､ そのデータを用いて仮想書架というイン
タフェースにより利用者サービスを提供すると
いう図書館サービスの１つのモデルを
提案した｡ そのようなサービスにおいても互助
ネットワークという概念は極めて重要であると
いう認識のもと､ 議論を展開してきた｡
図書館の更に次の段階を考えると､
それは仮想図書館により図書館サービスになる
であろうことが予想される｡ そこでは主な図書
館サービスはネット上で提供される｡ 現在の携
帯電話が進化し､ 機能が更に強化された
携帯電話が利用者への主インタフェースとして
用いられるであろう｡
そのような時代においては､ 現在の図書館の
持つ ｢館｣ としての機能は分化が進むものと考
えられる｡ たとえば､ 幼児や児童に対する絵本
などの物理媒体の果たす役割は､ 全てを仮想化
することはできない｡ ディジタル絵本のような
動画や音声を伴った絵本は今後も普及の度合い
を進めていく一方､ 従来型の直接触ったり､ 大
人の人に読んでもらったりの絵本などの必要性
はなくなることはないであろう｡
しかし､ これらが､ 現在我々がイメージする
｢図書館｣ のサービスとして提供されなければ
ならない必然性はない｡ 図書館とは別に､ 児童
館なり絵本館といった施設で楽しむものとなる
のかもしれない｡ そこに司書などの情報教育専
門家が協力して､ 児童館の運営企画を行う形態
も考えられる｡
大学図書館などで広がっている (
   
などの) コモンズ活動も､ 図書館と
は別組織､ たとえば､ 学生支援部､ が提供し､
図書館司書がカウンタを設けて学生の勉学・研
究相談にのるという形態での提供が行われるよ
うになることも考えられる｡
従来の印刷物としての図書の中で､ 特に貴重
なものや保存すべきものは､ 資料館や文書館に
保存され研究者など限られた人を対象に閲覧サー
ビスを提供することが考えられる｡
このようなシナリオを描いてみると､ 将来の
図書館は ｢図書｣ の ｢館｣ としての組織として
はなくなり､ それぞれの目的に応じた ｢館｣ と
して運営されることになるものと考えられる｡
一方図書館司書は､ 情報専門職として､ 情報ア
ドバイザや情報コンシェルジュとして､ 専門的
知識やスキルを生かすことになるであろう｡
この ｢図書のない図書館職員｣ としての司書
像が仮想図書館時代の図書館司書のイメージと
なるものと考えられる｡ この新しい時代へ向け
た､ 新しい司書教育のあり方､ 自己研鑽のある
べき姿などが今後議論されなければならない｡
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５. まとめと今後への展望
本稿は､ 互助ネットワークという今後の図書
館にとって重要性の高い概念を提案した｡ 互助
ネットワークは､ 図書館利用者のそれぞれが図
書利用などのデータを図書館を中核に一種の共
有し､ それらから抽出された統計情報やデータ
マイニングされた知識などを､ それぞれの利用
者が自分の学習や調査などに役立てるという仕
組みである｡ それは､ 	
	
という関係の暗黙的なコミュニティを形
成することでもある｡
今後､ 一層､ 情報インフラとしてのインター
ネットの普及が進み､ 人々の情報アクセスへの
要求が変わっている状況の中で､ そのような社
会の変化に適合した図書館サービスとして､ こ
の互助ネットワークサービスは要とも言える役
割を果たすものと考えられる｡
本稿では､ 特に技術を利用したタ
グ技術による (物理的) 図書管理方法に注目し
た｡ タグを図書に貼付し､ そのリーダを書
架に取り付けたインテリジェント書架によって
図書の配架状況をリアルタイムで把握する仕組
みを利用して､ 図書の利用データを自動収集す
る｡ これは図書館内のみならず､ 利用者が自宅
などでもこのような書架を利用することを想定
し､ それでどのような互助メカニズムが実現で
きるかを考察した｡
このような仕組みの中で得られた図書利用デー
タがどのように利用可能であるか､ いくつかの
案を示した｡ 今後更に研究を重ねることにより､
一層有効な利用用途が広がるものと考えられる｡
本稿は互助ネットワークに関する基本的アイ
ディアを提示したに過ぎず､ 今後更なる研究が
必要である｡ 得られた図書利用データの解析手
法の開発とともに､ 本システムのプロトタイプ
を実装し､ その評価実験を実施することにより
実際のデータを収集し､ 本稿で提案されたデー
タ解析手法の現実的な価値評価などを行う必要
がある｡
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